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｢東京大学大型計算機センター+共同利用システム
Computer UtilitY SYStem at the UniversitY Of TokYO

Computer Centre

The UniversltV Of Tokvo Computer Centre′Whichw∂SeStab=shed someyea｢s

agoaso=eOfthe p=blicscientificresearchcompute｢cente｢s.｢epl∂CedthisJa=ua｢y

of心HilachiComputer5020[/5020Svstem with HitachiCompute｢8800/8700

Svstem.lnprocessingspeed′thelatterisalmostte=timesfaste｢tha=thefo｢me｢･

ln this new svstem an open batch svstem(demand prmt sYStem).whjchis

reg∂rded∂S∂reVOl=tionaryce=termanag,ngSyStem,hasbee=adopted∂longwith

othernewideasforclericallaborsavingatthistvpeofcompulercente｢.

Thisarticleintroduces the featuresofthisnewcomputersvstemandtheout=ne

oflaborsavlngPOlicvtobetake山=ru==■ngCOmP=terCenterSmC山dingope=batch

P｢OCeSSjngsvstem.

lI 緒 言

｢東京大学大型計算機センター+(以下,｢東大大型センタ

ー+と略す)は,昭和38年5月日本学術会議の｢学術研究用

大型計算機の設置と共同利用体制の確立について+の勧告に

基づいて,昭和40年に設立され,昭和41年1月よりHITAC

5020システム(3千言)が正式に様(か)動をl凋始=司年10ノ]に1

f了をHITAC 5020Eに入れ替え)した｡しかLながら研究者の

計算需要は加速度的に増加し,稼動後2年めにして処理能力

を大幅に上回る状態となった｡その後,京都大学,大阪大学,

九州大学,泉北大′芋,北i海道大半および名古以大学の6地区に

共同利用センタ】が設置され,各センターへ需要がl吸収され

表I HITAC5020E/5020システムにおける年度別処理件数

されていることがわかる｡なお,昭和4了年度の処玉里件数のユ成少は,新システム

l月に稼動開始Lたためである｡

Table l Number ofJobs by a Yearin H汀ACH15020E/5020
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ていったが,計算需要はさらに増加する一方であった｡表1

は｢東大大型センター+の年度別計算処理件数である｡

この背景のもとに,｢東大大巧一旦センター+では昭和45年より

HITAC 5020E/5020システム(以■F,旧システムと略す)

の約10倍の処理速度を目標として拡充計画をスタートさせ,

昭和46年に超大形電十計算機HITAC8800/8700システム(1リ､

下,新システムと略す)の導入を決定し,昭和48年1月正J七

に稼動を開始するに李った(図l)｡

新システムでは,旧システムで確立された運営方式を拡に

して,処手堅方式として他に顆をみない画期的なオープン･バ

昭和42年度以降は,処理能力の限界で処王里

(HITAC 8800/8700システム)が昭和48年

SYSTEM

年度
＼

地区名＼＼､＼
＼

昭和41年度 日召和42年度 日召和43年度 昭和44年度 ;昭和45年度 昭和46年度 昭和47年度

申請者 処理件数 申請者 処理件数 申請者 処理件数 申請者 処王里件数 申請者〔処理件数l 申請者 処理件数 申請者㌔処理件数

北;毎 適 地 区
84 l.804 】22 2′345 l17 Z′522 83 936 2t 150 】0 38

(3.87) (l.48〉 (4.64) (l_92) (5.34) (2.03) (4.02) (0.70) (l.0了) (0.2り (0.60) (0.04)

東 北 地 区
16了 ll′520 】84 8′93了 78 l′243 40 342 Z3 I8〔】 18 】56

(了_69) (9.43) (7.00) (7.3り

72.了44

(3.56) (l.00) (l_94) (0.Z5) (l.17) (0.】5) (l.08) (0,t6)

東 京 地 区 ¶

l.186 75′003 1′396 l,374 94′748 l′559 l15.5了3 l′607 106′了05 l,432 86′268

(54.60) (6l.4り (53.04) (59.48) (62.了l)

249

(76.42)

7′445

(75.50)

t52

(86.02)

3′097

(8l.57) (86.03) (86.2り (89.23)

436
乗)毎 地 区

196 】l′493 Z39 13′312 74 682 22

(9_02) (9,41) (9.09) (川_87) (ll.36) (6,00) (7.36) (2.3り (3,76) (0.55) (l,32) (0.45)

京 都 地 区
163 5′664 160 4′389 62 l′425 29 】.025 20 909 21 2引

(7.50) (4.64)

7,850

(6.08) (3.51) (2.83) (l.15) (卜40) (0.76) (卜02) (0.73) (I.26) (0.29)

大 阪 地 区
182 248 7′761 l引 2′434 89 l.300 64 926 42 586

(8.38) (6.43) (9.43) (6_35) (7.35) (卜96) (4.3り (0.9丁) (3_25) (0.75) (2.53) (0.6り

九 州 地 区
133 4′400 140 4′025 66 927 39 454 37 304 24 15了

(6.12) (3.60) (5.32) (3,29) (3.0り (0.75) (l.89) (0.34) (l.88) (0.25) (l,44) (0.16)

｢東大大型計算 61 4′406 141 8.745 84 13.245 74 】l.623 124 14′172 92 8.761

機センター + (2.81) (3.6り (5.36) (7.ほ) (3.83) (10,68) (3.58) (8.65) (6.29) (ll,43) (5.54) (9.06)

合 計 7l′898 Z′l了Z lZZ′140 2.630 -2Z.258 2,191 123′989 Z.065 134.350 l′9了0 124′OZB l.66l 96′638

注:( )内は%を示す｡

*東京人学大型計算機センター肋教授研究開発部上壬 坤苧鮮1二 **日立製作所ソフトウェア_上場
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図I HITAC細00/8700システム 中央のオペレータ室では,オペ

レータl名でシステム全体の運転を行なっている｡

Fig.1H=‾AC川 8880/8700 SYSTEM

､ソナ処理(デマンド･プリン= ■方式を採用した｡このノブ式

が実現できたため､センター運営の体系化,計算低運用の省

力化を行なうことができた｡

同 旧システムの運営

旧システムにおける利用者の計算依頼方法には(1)直接セ

ンターの受付で依頼する｡(2)航空便やトラック便にて依栢を

するの二つがある｡利用者への入力カードと出力結果の返却

方法には,(1)センターJr二めおき(T),(2)連絡所送り(U)があ

り,利用者はそれぞれの計算依頼カⅦドを添付しなければな

らない｡出力結果の花文字ページには,ジョブ･アカウント

のはか,花文字で利用者の課題番号や仕訳に必要なTまたは

Uの情報を出力させ,センター止めおき(T)については入

力カードを読み込ませた後,センター内のカード返却糊(た

な=こ一定の方法で仕訳し,出力結果をジョブ単位に切l)離

した後,Tの花文字がついている結果のみ出力結果返却棚に

仕訳する｡センター止めおきの利用者は､この返却棚より自

分の依柑ジョブと,りけJ純米を持ち捕る｡また郵送については,

付描けヨブと山プJ紘一米とを圭とめてそれぞれの人･TアニなどC′バ型

紙析(課題番ぢ一により.識別)へ航アた仙やトラ･ソクーJぶにて発送

する｡

このようにジョブの′受付から仕訳,発送までの業務がすべ

てセンターの要員で行なわれてきた｡｢東大大型センター+の

昭和45年度における処理件数は134,350什(表1参照)で,総

入力カード校数6,636万枚,総ラインプリンタ出力枚数394‾ガ

枚,総出力カード校数322万校にも達しておl),常時数名が

これらの業務に携わってきた｡一方,計算依頼が処理能プJを

大幅に上回っていたため,ターン･アラウンド･タイムが1

週間以+二になることもあった｡

したがって新システムでは飛躍的な処理能力に対し,セン

タ】運営の省力化は不可欠なものであり,この省力化により

大幅なターン･アラウンド･タイムの短縮を行なう運営方式

をとる必要があった｡

表2は新システム運営上の諸条件とそれに必要な措置をま

とめたものである｡

なお,3.で新システムの構成とその特長について簡単にま

とめる｡

66

日 新システムの構成と特長

図2､表3はそれぞれ新システムの概略椛成図および概略

構成表である｡また図3はHITAC8800/8700オペレーーティ

ング･システム(OS7)の構成である｡

3.1 新システムの特長

(1)4f=iの中央処理装帯(以下,CPUと略す)から成るマル

チプロセ､ソサ･システムである｡

HITAC 8800,同8700各2デーの輿機純で構成され,全体が

一つのO S 7のもとで動作する｡マルチプロセッサによる利

〔■丈は次のようなものがある｡

(a)ファイ′いシステムあ取扱いおよび業務体系の一本化

ができ遷宮が布端であり,オペレータ要員を削i域すること

ができる｡

(b)システム資順の分割損がなくなるため,資源の有効利

用ができシステム全体の性能を高めることができる｡

(c)1f†のCPUが古帥宗しても,残ったCPUでシステム

の能ノJを満とした状態で処理が続行でき､可用件が高い｡

(2)仮想メモリ方式をとっている｡

利別者には広いアドレス空間が与えられているため,ジョ

ブの大きさを二凱托する必要がない｡｢東大大環リセンター+では,

主メモリ3MBとペ】ジング･ドラム4千丁(16.8MB)が仮想

メモリの実装空間として絹意されている｡

(3)バッチ,リモート･バッチ,タイム･シェアリング･シ

ステム(以下,TS Sと略す),実時間のすべての形態を同･

システムで統一的に処理できる｡

フ7イルがどの形態からもアクセスできるため,ファイル

表2 運営上の諸条件

たものであるっ

新システムに対する運営上の諸条件をまとめ

Table 2 Conditionsin Operation of Computer Centre

条 件 必 要 な 措 置

オペレータ入出力 l.オープン･バッチ処理方式の採用

作業の軽i成

仕訳,発送業務の

軽減

/デマンド･プリント方式
1操作性向上

J 2.出力･情幸艮の削工成
i

ファイルの活用

3.入出力の分散化

TSS,リモート･/ヾッチ処‡里

l.仕訳の自動化(クローズド･バッチ処‡里)

rラインプリンタ･カッタによる自動裁断

l地区別(大学別)の一括出力

受付業務の改善

利用申請者の課題

番号登録業務の改

蓋

ジョブの工程管‡里

の改善

2.発送の自動化(クローズド･バッチ処王里)

†冨蓋蓋三≡≡蓋芙出力
l.オープン･パッチ利用に関する受付業務の廃

止

利用資格などの自動チェック

2.クローズ利用に関する受付の自動化

受付簿の自動出力

l･T S Sによる登録

】.ジョブ工程管理の自動化

寸言左芸三忘二慧雪ご;三三孟､芸≡程表示
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力【ド読取櫻(1占台)(10台)

FDRUM
闇･･ 療二宴室意一望

MT7
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注:略字説明

SDRUM

FDRUM

DISK

MT9

MT7

CRl､6

スワッ7C用ドラム平均アクセス10m/s
ファイル用ドラム平均アクセス10m/s
集団ディスク 平均アクセス87.5mノ･′s

9トラック磁気チーフ

7トラック磁気テープ

カード読取機
CPト〆5 カードせん孔磯

しPトー12ラインプリンタ

IOP 入出力プロセッサ
CCM 通信制御装置

240KB/s
120KB/s

l,470枚//min

lOO枚/min

l,250行/min

8MB/s

256回線
RB リモート･バッチステーション

2,400ビット/s

TY タイプライタ 20字/s

CRT 文字デイスプレイ 1,000字/画面
GRS グラフィック･サブシステム

1,024xl､024点

RTR/P甲トプ･■トダ(パンチ付)
1.000字/s

CD コンソール･ティスプレイ(7Uリンタ付)
1.000字/画面

ID 補助コンソール

CFC 構成制御卓

図2 ｢東大大型センター+におけるH汀AC8800/8700システムのハードウェア構成 ライ

ンプリンタ･カッタ,電光表示盤およぴコンソ=ル･プリンタは回申に入れていない｡またオープン用カードせ

ん孔機Z台には,トークン･カード読取機Z台がついている亡,

Fig.2 Hard〉Vare Confjguration of HITACH18800/8700 SYSTEM

TokYO Compute｢Cent｢e

を布効に使うことができる｡

(4)センタ を考撤したソフトウェ7のサボーーート

j印可利用システム

(a)多苑プロブラミンク､､にムけるタイム

r‾‾･1{人人吋壬センターー.+では多制空を10以卜

秒前後,T S Sで0.5秒‾Fi7丁子妾のタイム

･スラ イ ス制締り

と L､バ､ソナで5

1ライ スr一子り御を什

なっている｡

(b)利用者資格のチェリク

すべての利J-tj者は,システムがもつユ〉--サー驚録簿にご至

鎚される｡て筆録項目には､ユl一-ザーて真如番号(課題番号),

パスワード,利用優先侃 利帽子さ仇 ファイル博用量の卜

限,予算などがあり,ジョブ人力時にチェ･ソクされる｡ジ

ョブ実行終了後には,フ7イルの使用料,他州料金累一汁答礼

実行終了時1別などが三芳会読される｡

(c)センター･オウン･コーディング･ルーチン♂)組込み

O S 7には,センターーl-1～t有の通常ノノ式を,システム･プロ

グラムの中に組み込むことができる｡､｢東大大_モモt壬センター+

では,ジョブ･スケジューリング､ジョブ構′性チエ､ソク,

花文rFプリント､出力クラス変損など14のルーチンを組み

込んでいる｡

(5)グラフィック･サブシステム

サブシステムとLてHITAC 8811グ)グラフイ･ソク･システ

ムをデータ･エクスチェンジ･コントロ【ラ(DXC)を介し

て接続している｡

HITAC 8800/8700システム側からFORTRANレベルで使

用できるグラフィック･サブルーチン･パッケージ(HGSP)

が絹意され,実時間で.処理できる｡

(6)多輔多様なTS S端末,りモmト･バ､ソテ端末に対し,

一一定の通信制御方式でデータ通信のサービスを行なっているn

センター外の端末として,東京大学工学部電イニL学軒ト(HIT

AClO)と一千莫大学(MELCOM 9100)がすでに接続されて

ティスフ】レイ

1,000字/画面

at the Unive｢sjty of

表3 主要構成表 オー7dン･バッチ処理が主体であることと,処王里速

度が速いため入出力スタッ7･ファイルを10ボリューム以上用意Lた.〕

Table 3 Main Hardwa｢e Components

構成要素! 台 数 備 考

演芸蝦置;H■TAC8800=2台

_____1…HけAC8了00=2台 ;

_ト_____________ _

主記憶装置;3MB
(主メモリ)■ l

l

入出力
■

4台 l

プロセッサ l

(10P)
l
l

l

べ‾1芸_+__4台舶4M柑6MB;-----ト

音1プ云窟譜票∠ぶ-----1
ファイル■;2台(各約4MB)計8MB;

磁気 l9トラック:8台

言諾芸t墨___
し三上エルク(カッタ付=治

卜…;三;≡≡三:;芸≡

バッファ･メモリ･サイズ:32KB

浮動小数点倍長加算時間二20811:ミ

バッファ･メモリ･サイズ:帽K日

浮動小数点倍長加筆時間:84011S

サイクル･タイム:0.9/JS/8日

l 語:32ビット

最大データ転送速度:8M[りs

チャネル

高遠セレクタ･チャネル:

セレクタ･チャネル:

マルチプレクサ･チャネル

4MB/′■s

600k巨∃ ヽ

100kB･ゝ

仮想メモリ用

ファイル用

システム･レジデンス

入力スタック･ファイル

出力スタック･ファイル

ワーク･ファイル

ユーザー･ファイル

ライフラリ その他のファイルとLて使用

9トラックは.オートスレッド方式てZ台をオー

プン入出力用に開放

オープン入力用にd台,クローズ入力用に2台

オープン出力用に8台,クローズ出力用に4台

r盲｢‾すこ二三盲‾‾
‾‾【‾‾‾‾‾‾‾‾‾

.去!]‾+J‾二㌃う丁右二‾;よ集中壷妄壷遠
;カードせん孔機:5台

通信
1200bps:80回線分

制御装置;Z.400bps:20回線分を用意

端 末lTSS

モートtバッチ

オープン出力剛二2台,クローズ出力用に3台

握軍_写子三三(
2漂!ニ.蓋吉宗2語蓋200bps:10端末

グラフィック∴【 式

ディスプレイl

ヲノンJコJ∴｢言ニフニ㌃≠初
アイス;補助コンソール･プレイ ディスプレイ

とを見込んで,回綿数は十分に
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㌦二ふ㌦町

アセンブラ

FORTRAN

COBOL

PL/i

BASIC

FORTRANシンタックス･チェッカ

巨
ジョブ管‡里

データ管理

タスク管理

通信管理

ハードウェア管理

システム管理

システム･ジェネレータ

FORTRANコンバータ

リンケージ･エディタ

ソート･マージ

シンボリック･ライブラリ保守
プログラム･ライブラリ保守

ファイル保守
ボリューム保守

デバッグ支援

テスト･データ･ジェネレータ

数値計算用ライブラリ(MSL)

統計計算用ライブラリ(HSAP)

グラフィック･サブルーチン･パッケージ(HGSP)

X-Yプロッタ･ルーチン

図3 新システムのソフトウェア構成 このほか,｢東大大型センタ

ー+には,二れまでに蓄積されたセンター･ライフうりやX-Yプロッタ･ルH

テンがある｡

Fig.3 Software Configuration of Operating System(OS7)

おり,電気通信大学(HITAC 8250),イ言州1大学(HITAClO

II)など10個所が接続準備にはいっている｡

(7)新システムを運用するために椎々の省力化を図った｡

本項については4.に述べる｡

【】 センターi重営と省力化

省力化村策

(1)クロ【ズド･バッチ処]哩方式からオープン･バッチ主体

の処理‾方式への転換

(2)仕訳発送業務の自動化

(3)ジョブの工程管理の自重わ化

がおもなものである｡

4.1 オープン･バッチ処理方式の採用

オープン･バッチ処理‾方式とは利用者のセルフサービスに

よる入出力処理方式をいう｡ニの方式は入出力作業を利用者

に期待するため次のような対策を立てた｡

(1)トークン･カードによるデマンド･プリント方式

旧システムでは直才妾センターにくることのできる利用者が

r受付にて計算依頼をし返却椰はり自分のジョブとその結果を

持ち帰えるというセンター止めおき方式を,新システムでは

利用者自身が入力装置よりジョブを読み込ませる｡ジョブの

実行終了後出力結果は直ちにラインプリンタなどへ出力せず

利用者から要求があるまで,ディスク上にある出力スタック･

68

≠竺

r､

;湯夢〆

野､

`､撫･エ物

図4 トークン･カード読取1幾とラインプリンタ

クン･カードを差L込むと終了したジョブの結果が出力される｡

ページで切断され′ 図の位置へ落下する｡

Fjg.4 Token Ca｢d Reade｢and Line Print即

利用者がトー

用紙は最後の

ファイル(ディスク棚)に格納しておく方式にしてある｡こ

の方式をデマンド･プリント方式と称する｡実行終了後に利

用者側からシステム側に対し,ジョブの出力のきっかけを･与-

える方ぎ去として,ト【クン･カードを採用している｡トークンl

カードには利用者の課題番号がせん孔してあり,トークン･

カード読Ⅰ投手幾にこのカードを差し込んで,ディスク棚より当

該利用者の結果を古い順にラインプリンタに｢出力させる｡ト

ークン･カード読取機はラインプリンタと対になっているた

め,利用者はあいているラインプリンタのトークン･カード

i涜収恍を選択すればよい｡

(2)操作性の向上対策

オ【プン･バッチ処理では利用者が直接入出力装置を操作

するため,オペレーションの簡略化を行なった｡ま たⅠ/0

エラ【が発生したときでも,利用者である程度の判断ができ

るようにしてある｡操作性｢戸口上についてはクローズド･バッ

チ処理にも適用した｡

(a)カード読取機

(i)ジョブ･キャンセル機能

ジョブ入力時に,

キャ ンセルできるよ

(ii) ソフトウェア･

利用者資格のチェッ

ボタンの操作のみで人力中のジョブを

うにLてある｡

エラー表示のランプ･インタフェース

クにひっかかった場fナに,このインタ

フェースを利用してランプを点灯できるようにしてある｡

(iii)ハードウェア･エラー表示のランプ･インタフェース

INOP(Inoperative)と同一

ランプ表示できるようにし,

の内容を保守員主に一括して

エラーの状i兄がすぐわかるよ

うにしてある｡

(b)ラインプリンタ

(i)ラインプリンタ･カッタ

ジョブ単一立に出力結果を切断するための装置で,ライン

プリンタとの連動で動作する(図4参照)｡

(ii)ハードウェア･エラー表示のランプt インタフェース

カード読取機と同様な機能をもたせ,オペレータに用紙が

なくなっているなどの状況がわかるようにしてある｡

(c)カードせん孔粍

(i)13ROW PUNCH機構の付加

旧システムと同様,ジョブとジョ7小とのく ぎりをわかりや

すくするため,13ROWのせん孔をできるようにしてある｡
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(3)入出プJ装置

オープン･バッチ処j翠用人出力装置として,カMド読取機

47∠丁,ラインプリンタ8≠言およびカーードせん孔機2千丁をそれ

ぞれ用意した｡また,磁気テープ装置2fiを開放した｡この

楽市は,磁気テMプの日動装塀(てん)機肌をもっているので

利用者は簡単に利用できる｡

4.2 仕訳,発送業務の自動化

(1)花文′j･ニページの利用

ジョブの最後に,花文字ページを出力L,ジョブの仕訳を

容易にした｡花文キニページには,課題番号,出プJ年月日,ジ

ョブ名などが花文′アニで出力されるので一目でわかる｡このほ

かジョブの実行に関する情報(入力終了と実行開始終了時刻,

CPU使用時間,人力カード校数,出力ページ数,出力カー

ド校数,当該ジョブの課金縞,残高,メモリ使用量,ファイ

ル佗用宗,他用した入出力装置のこモニック,Ⅹ一Yプロッタ

の仙川有無など)をJJl力している｡出ブJ紘一果に巽′～;ナがあった

楊でナ,このベーンのみで原凶朋瀬ができるようにL,刈㌧策を

すぐに､工てやすいようにしてある一っ またこグ)ぺ-ンには,セ

ンターからの臨時ニュースを出力できるようにしてあるので,

印刷の-一閃を行くことができる｡

(2)大学別の･一括出力と自動梱(こん二)包依の拭用

地ブナから発送されてきたジョブの結果を仕訳し発送するの

に,次の∴つの方法をとっている｡

(a)発送簿,送I)二状,′受領簿の出力

利用者の課程番号下4けたが大学などの所械機関(連絡

所番号といい,全国に 400個所ほどある)を利H】し,連絡

所ごとにジョブの結果を▼一括して出力させる｡これは‾人【‾‾l

の連絡所に通用され,1ジョブごとに一切断された一連の結

果の最後に,発送簿,送り状,′受領簿の3辿帳票を｢-1リブさ

せたあと用紙を切断するようにしたものである｡発送簿の

みをセンターの控とし,他はジョブの結果とともに各連絡

所へ発送される｡送I)ニ伏,′壬領簿は連絡所とのジョブの-受

汚しのf云票に使用され,送り斗犬は連絡所から利用者への結

一米の･J11穫し簿として利用される｡

(b)宛(あて)名の出力

′トLlの連絡所については,あらかじめシステムの巾に宛

ジョブの入力

澗観

電光表示盤

実行開始ト

名テーブルを用意しておき,最後のページに宛名を｢H力さ

せたあと用紙を切断するようにしてある｡この方法によI)

宛名禿きの作業をなくすことができる｡

(c)自動梱包他の採用

省力化概器として,｢東大大巧■壬センター+では自動梱包機を

導人Lている｡宛名のついた出力結果については,この装

置で,二つ折りにして窓付封筒に自動梱包され,そのまま

郵便物として発送している｡

4.3 ジョブのエ程管王里

オープン･バッチ処理を行なうとき計算機に入力されたジ

ョブの入力時刻,実行開始終了時刻などを利用者に知らせる

必要がある｡このために次の手段によるジョブ工手【l三管理の自

重わ化を行なっている(図5参照)｡

(1)入力析みジョブ･リスト

補助コンソール･ディスプレイをオープン入出力1ミに設讃

し,入力済みリストを表示する｡利用者は自分のジョブがjF

しく人力されたかどうかを確認でき,またその人プJ時刻を知

ることができる(図6参鞘)｡

(2)電光表ホ鮨

ジョブの処理状i妃を表示するために,ロビーに電光表ホ照

を設吊し,主要なジョブ･クラスA(デバッグ･ジョブ),B

(標準ジョブ),C(標準ジョブ)について現在処理中のジョブ

の入力時別を表ホするようにしてある｡なお､ジョブ･クラ

スA､BおよびCはCPU時間の打切りがそれぞれ10秒,60

秒,600秒となっており､それぞれの出力違の上限,メモリ悼

用竜の_L限,ジョブの取出し比率,取出し順などがf央まって

いる｡人力を終わった利用者はこの電光表ホ盤より自分のジ

ョブの開始状況を知ることができるし,センターへやってき

た利用者は,現時点での大略のターン･アラウンド･タイム

を推定することもできる(図7巻貝くi)｡

(3)処‡斬朽みジョブ･リスト

処理満みのジョブ･リストは(1)と同タイプのオープン人山

力宇のディスプレイに表示される｡利用者は自分のジョブが

確実に終了したかどうかを知ることができる｡

4.4 その他の省力化対策

(1)TS S, リモート･パッチ処手堅による入とiりJの分散

トークン･カード
tヽ ■

l
●

l ●

6壷トークン･
カード

読取機

か欄表 ＼｡,TA｡88｡｡!87｡｡/と:
システム

11

9

ラ7言.ア弐もタ珊砂孟誌妄リンク

69

補助コンソール
ディスプレイ

表芸石一三モハードコピー

図5 オープン･/ヾッチ処理の手順

している｡

Fi9.5 F10W Of Open-Batch P｢ocess

l補助コンソール
ディスプレイ

12

＼､

カードせん孔棲

=3ROWせん孔

機構付)

10

-;･トタン･カードら二‡,ン◆車醐感艶･･∴.
読取磯

13
■■■■l

カード出力結果

ハードコピー

ジョブ処理済みリスト

図は利用者がジョブを入力して出力結果を得るまでの手順を示
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争

軒寧譲
棚ミL遥

ノメ書鷲宮

図6 カード読取機と補助コンソール･ディスプレイ 利用者が

カードを入力し終わると,ディスプレイに入力済みジョブ･リストが表示され

る｡

Fig･6 Ca｢d Reade｢a=d Assistant Co=SOle Display

(2)利用者にファイル使用を効率よく行なわせることにより

入出力カード枚数などをi成少させる｡

B 利用状況と省力化の効果

図8は新システムの利用状況を示している｡昭和48年3月

末旧システムが稼動停止になるまでの3個月間は棺行期間で

あったが,年収大の時期であったため全体の処手打卜数が比較

的多くなっている｡図中にはないが,7月の処理件数は昭和

47年同期に比べ実質的には約2倍強の計算需要を処理したこ

とになる｡今後も計算需要は急上昇するものと思われる｡ま

たファイルを使用する利用者も増加しつつある｡

システム建設当初,オープン･バッチ処理の需要は全体の

約65～75%と予想されていたが,英二状は仝処玉里件数の約91%
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図8 新システムの利用状況 昭和48年4月以降,利用者,処理件数

ファイル使用量が急激に上昇している｡ニの傾向は旧システムの導入時によく

似ている｡

Fig.8 T｢end of Ut川zation jn 川TACH18800/8700 SYSTEM
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轡
図
了

電光表示盤

あるかがすぐわかる｡

▼油

現在計算処壬里中のジョブが,いつ入力したジョブで

Fig･7 0pt-ElectricalDisp】ay Board

(4月),94%(5月)というデータが得られていて,この方式

が予想をはるかに_L回っており,利用者に好評であることが

わかった｡またクローズド･バッチ処理(センター業務のジ

ョブは除く)は,約3%(4月),2%(5月)となっており,処

王翌件数は月約300件前後で旧システムの1日分にもあたらない｡

旧システムでは常時4～5名が受付,仕訳,発送業務に従事

していたが,新システムでははとんど人手を必要としなくな

つている｡

【司 結 言

本報告は｢東大大巧さ壬センター+の共同利用システムの運甘

とその省力化を中心に述べた｡5.でも述べたように省力化対

策は十分その成果を示しているものといえる｡

今後の課題としては,システム全体の評価を行なう予定で

ある｡

最後に,オープン･バッチ処理方式をはじめ,新システム

の運′旨とその省力化に対し,托々のご指導をいただいた｢東

大大型センター+の島内武彦センター長,高橋秀俊前センタ

ー長,斉藤五郎前事務長および前川英夫前業務#卜長をはじめ

同センターの関係各位ならびにシステム建設とその実現にご

協力をいただいた多くのかたがたに深く謝意を表わす次第で

ある｡
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